
地域課題 
・止まぬ町外への人口流出 
・希薄化するコミュニティ 
・観光客の滞在時間延長

事業課題 
・経営が不安定 
・受注できるキャパが限定的 

里山の暮らしの「価値」を伝えられる場所づくり

地域の想いを結ぶ「おむすび屋」さん

里山の暮らしを感じるおむすび体験

寒暖差と清らかな水はもちろん、中山間地域だからこそ小規模農家が多く、それぞれがこだわったお米
を味わえる南小国町。農家さんの「想い」を伝え、里山の生活・文化の「価値」を直接会話しながら伝
えることができる場所。里山の「暮らし」を食を通して「体験」できる場所を目指します。

｜提供商品｜ 
・おにぎり（品種２種） 
・お味噌汁、おばんざい

ちゃんとつたえる　森永一美
私の好きを伝える場所

昔、おばぁちゃんの家に行った時に縁側で食べたおむすび。 
いつも食べているおむすびと違って、なんだか美味しかった。 
そして、みんなと話して楽しかった。なんとなく残っている里山
の、田舎の思い出。そんな時間を過ごせる場を提供します。

Point 

１．築２００年の古民家の縁側で庭を眺めながら 
２．目の前で南小国町の話をしながら握る 
３．２種類の南小国産米を提供

実現したいこと


